
 

第６回 常滑東小学校及び常滑西小学校の通学区域見直し説明会 

（その他団体対象） 

日時日時日時日時    平成２５年６月１３日（木） １９：００～２０：２０ 

場所場所場所場所    福祉会館 北館２Ｆ会議室 

職員職員職員職員    加藤教育長、榊原部長、澤田課長、小竹指導主事、山本指導主事、竹内 

 

 

〇参加者： 男性  ３名 

      女性  ７名 

      合計 １０名 

    

〇常東小保護者 ： ６名 

常西小保護者 ： ０名 

そ の 他      ： 4 名 

 

〇北条地区  ：  ２名 

 奥条地区  ：  ３名 

 そ の 他  ：  ５名 

 

〇１年生  ：   １名 

 ２年生  ：   ３名 

 ３年生  ：   ０名 

 ４年生  ：   １名 

 ５年生  ：   １名 

 ６年生  ：   ３名 

 該当無  ：   ５名（園児等） 

 

 

 

 

 

  



〇本日の流れについて（小竹指導主事より） 

 

 

〇あいさつ（加藤教育長より） 

本日はご多用の中を、そして、お仕事や家事でお疲れのところをまげてお集まりい

ただき誠にありがとうございます。また、日頃は、地域の子どもたちの健全育成に向

けて、それぞれの立場でご尽力いただいておりますことに対しまして、心より感謝申

し上げます。ありがとうございます。 

 

はじめに、常滑東小学校と常滑西小学校の学校区の見直しの問題につきまして、児

童、保護者や地域の方々にご心配やらご不安をおかけしておりますこと、まずもって

心よりお詫び申し上げます。 

 

さて、教育委員会としては、学校区の見直しにつきまして、学識経験者、区長さん、

小学校のＰＴＡ、子どもを守る会、幼・保育園の母親代表者、子供会の方、子育て支

援の方や民生児童委員の方々、１８名に検討委員を引き受けていただき、１月より４

月まで７回の審議を経て４月２５日に答申をいただきました。後程ご説明させていた

だく教育委員会案はその答申に基づいたものとなっております。この案では、４２７

名の児童が常滑東小学校から常滑西小学校へ変わることになります。 

 

私は学校と協力し、今後、このような取り組みを進めてまいりたいと考えておりま

す。まず、常滑東小学校の先生方には、子どもたちに学校が分かれても、君たちは友

達なんだよ、仲間なんだよ。ということ。また、常滑中学校区はもともと一つであり、

お祭りに象徴されるように旧常は一つなんだよ。ということ、友達や仲間の大切さを

道徳、特別活動等の時間を利用して教えていただきます。 

 

また、児童会等を利用して、そのことをテーマにして子どもたち自身にも考えて取

り組んでもらいます。さらには、各行事等を利用し、子どもどうしの交流を進めてい

ただきます。そして、３月のお別れのセレモニーへと持っていきます。また並行し、

不安のある子は、教育相談の時間等を活用し、担任や必要があればスクールカウンセ

ラーがフォローします。 

 

来年度になれば、それぞれの学校で出発式が行われ、新たな学校づくりを始めます。

常滑西小学校も、西小学校に東小学校の子どもを受け入れるのではなく、新生常滑西

小学校をつくるというつもりで学校運営を進めますと言っておみえです。また、児童

会でも、新しい学校づくりをテーマに取り組んでいくようにもっていきます。教員人

事面では、常滑東小学校の子どものことを知っている常滑東小学校の先生方にある程

度常滑西小学校に移ってもらいます。 

 

そして、年度当初の学年学級懇談会や家庭訪問等を利用して、家庭の様子を聞きな



がら進めます。５月ごろには、教育相談等の時間を活用し、子どもたちから様子を聞

きます。その時にはスクールカウンセラーに助言をいただいたり、必要な子どもには、

スクールカウンセラーとの面談の時間を取ったりします。 

 

教師の観察だけでは気づけない部分があります。それを補うために、QU テストの

導入も考えております。これは、不登校の可能性の高い子ども、いじめを受けている

可能性の高い子ども、学校生活に意欲が低下している子どもを発見し、早期対応に繋

げることができると言われております。 

 

学校というところは、出会いがあり、別れがあるところ。そうした中で、子どもた

ちが生きてゆく力を身につけてゆくところです。学校はそうした機会を通して、子ど

もたちを育てていきます。  

 

大震災を挙げるまでもなく、これからの子どもたちの長い人生の中で、悲しい別れ

を経験することになるかもしれません。学区の見直しにより、子どもたちに親しい友

達と別れるという悲しい体験を強いるかもしれません。しかし、私は、この体験から

子どもたちに大事なことを学ばせたい。悲しいことがあった時、友達はなくてはなら

ない存在、仲間のありがたさ、だからこそ、絆の大切、そうしたことを子どもたちが

学ぶ教育の場にしたいと思います。 

 

常滑地区は昭和５５年に常滑小学校を常滑東小学校と常滑西小学校に分けました。

たぶん、その当時も、このような話し合いが行われたと思います。しかし、その当時

の子どもたちは、保護者の方や地域の方々の協力や見守りの中で乗り切ってきました。

また、常滑以外の地区でも、統廃合や通学区域の見直しは行われておりますが、子ど

もたちは大人たちが思っているよりもたくましく乗り切っていると聞いております。

今回も、皆様方のご協力をいただき、子どもたちにとって価値ある機会としたいと思

います。是非、今一度、子どもたちのために皆様方のご理解とご協力お願い申し上げ

ます。 

 

詳細については、担当よりご説明させていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 

〇 通学区域の見直しについて（澤田課長より） 

 （パワーポイント、配布資料に沿って説明。別紙資料参照） 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ＆Ａ（榊原部長、教育長が回答）    ＜ ( )は子どもの学年 ＞ 

 

男性１ 

(保育園年長) 

Ｑ１：通学路について 

① 一木橋付近 

現在でも２列で通ることはできないが、

学区見直し後は２００名が使用するこ

とになるので長い列ができてしまう。 

安全面の対策は考えているか？ 

② かじま台、大阪屋付近 

道が狭くて交通量が多い。 

ドライバーに注意してもらうと書いて

あるが、どのようにして注意してもらう

のか？ 

Ａ１：  

① 物理的に広げるのは不可能。線を引いた

り、道路を舗装したりと路面上の施策は

終わっている。大学の教授に相談したと

ころ、例えばプラスチックのポールを建

てることによってドライバーに子供が通

るという意識を持ってもらうことができ

るという提案をいただいた。 

② 現在でも線が消えかかっていて北に寄っ

ているので、南に線を寄せることで北側

を広げられる。さらに線を塗りなおすこ

とによって、歩道と車道を明確にするこ

とができる。道がないわけではなく、北

や南に周る方法もある。専門家や警察に

現場を見てもらって、やれることを考え

ていく。総合的に判断して一番よい方法

を考える。 

男性１ Ｑ２：大阪屋付近ではダンプやマイクロ

バスが多いが、通学時間帯の交通規制は

できるか？ 

 

 

Ａ２：交通規制は難しいと思われるが、通学

路の表示といった看板の設置は難しくない。 

細かい点は通学区域が決定されてから検討

する。今後、警察・自治体・学校・ＰＴＡと

話をして、実現可能で効果があり保護者に支

持される方法を選びたい。 

男性１ Ｑ３：奥条、北条、山方地区の通学路に

街路灯の設置はできるか？ 

Ａ３：総合的な判断の中で考えなければいけ

ないが、街路灯を設置すれば安全が確保され

るということであれば検討したい。 

女性１ 

(常東小２、

４、６年) 

Ｑ４：第５案でコミュニティは分割しな

いとあるが、北条区はなぜイレギュラー

なのか？ 

Ａ４：コミュニティとはかじま台や飛香台の

ことを言っており、ひとつのまとまりのある

町を分割しないという意味である。 

女性１ 

 

Ｑ５：保護者負担軽減について 

① いつ頃出た話なのか？ 

 

② 補助とは一旦立替をして、そのあと

申請するのか？ 

 

 

③ ②の方法はいつ頃決まりそうか？ 

Ａ５：検討会の後半で出た話。こちらの都合

で学校を変わっていただくので考えとして

はもともとあった。具体的には決まってない

が、例えば注文書を出してもらって現物を支

給し、支払いは教育委員会でするのが簡単な

方法だと思っている。早ければ今月中。細か

い話は保護者会の後などで説明会を開いて

話したいので、その時期に間に合うように具

体的な方法を詰めたい。 



女性１ Ｑ６：常東小から常西小に移動する子供

たちが、４月より前に常西小の学校の雰

囲気を見ることはできるか？ 

Ａ６：細かいことは決まってないが、考えて

いる。通学路についても４月より前に歩いて

もらうことを考えている。 

女性１ Ｑ７：最終的な決定がされた後に保護者

に報告する連絡会やお知らせはある

か？ 

Ａ７：今回のような説明会の形は考えていな

いが、保護者負担軽減や通学路のことなど具

体的な説明をするときに話したい。 

女性２ 

(常東小２、

５年) 

Ｑ８：通学団について 

大阪屋の前を通学団なしで子供が歩く

のは無理だと思うが、どうなるのか？ 

Ａ８：常西小の校長と話した。今まで要望が

なかったが、通学団に慣れた子供たちが来る

ので要望があればやらせていただく。 

女性２ Ｑ９：津波が来た時に、常西小の校舎は

流されないか？ 

Ａ９：耐震工事は終わっている。耐震構造は

できているので大丈夫だと思っている。 

東日本大震災で、校舎が津波で流された学校

はなかった。 

女性３ 

(子どもを守

る会) 

Ｑ１０：通学路が最終的に決まるのはい

つになるか？ 

Ａ１０：できれば年内に決めて、３学期には

実際に歩いてもらう。 

女性４ 

(常東小２、

４、６年) 

Ｑ１１：卒業アルバムについて 

５年から常西小で過ごすことになるが、

常東小で過ごした４年間はアルバムに

どう残るのか？ 

Ａ１１：何らかの方法で６年間の記録が残る

ようにしたいと思っているが、学校と相談し

て何がよいか検討したい。大府小が大府小と

大東小に分かれたので聞いたところ、あらか

じめ集合写真を撮って、卒業アルバムに載せ

たとのこと。常東小の校長と話をして、分か

れる前に集合写真を撮っておいた方がよい

という話をしている。 

女性４ Ｑ１２：津波が来た時に、保護者が仕事

ですぐに迎えに来られないかもしれな

い。事前にすぐに来られないことを知ら

せておいた方がよいのか？ 

Ａ１２：学校は子供たちの安全をまず考え

る。学校で子供の命を第一に守るので、事態

が落ち着いてから保護者には家の様子を確

認したうえで迎えに来ていただきたい。 

女性５ 

(常東小２、

６年) 

Ｑ１３：２年生の子や転入者には、同じ

旧常でも未知の世界。通学団はぜひ実現

してほしい。通学路の決定は、大人目線

だけでなく子供目線で危ないところも

いち早く教えていただいて、一度歩いて

ほしい。 

Ａ１３：通学路についてはなるべく早く決め

たい。相談するべきところは相談して、私た

ちで気づかない点があれば気軽にお申し付

けいただきたい。 

男性２ 

(保育園年長) 

Ｑ１４：①通学路を実際歩くのは３学期

ということだが、実際に歩いてだめな点

はケアできるのか？ 

③ 子供目線で考えているのか？ 

 

 

Ａ１４：通学路を決めたうえで子供に体験し

てもらうのが３学期であり、決める時に現場

検証をする。大人から実際に見て危ないとこ

ろについて事前に対策を立て、大人だけでは

気づかないところがあるかもしれないので

子供に歩いてもらう。子供に歩いてもらった



らその道がまったく使えないということは

ないと考えている。 

男性２ Ｑ１５：４月から１年生になる子供も、

入学する前に通学路を歩くような体験

はできるのか？ 

Ａ１５：通学路が決まった最終段階において

は声掛けをして、一緒に歩いてもらう機会を

作っていきたいと考えている。 

男性２ Ｑ１６：常西小に通学団がないと聞いた

が、自分が常西小に通っていたとき（３

０年くらい前）は通学団があったはずだ

が、なぜなくなったのか？ 

Ａ１６：常西小付近は市街地で道が狭く、通

学団で広がって歩くより、少人数の方が歩く

ときに安全なのではという判断で現在誘い

合い登校を行っている。いつから始まったか

はわからない。常西小の保護者は誘い合い登

校の方が子供にとってよいだろうと言って

いる。常東小から変わる人が通学団での登校

がよいということであれば、通学団で登校す

ることを考えていくとよいと思う。 

男性２ Ｑ１７：今回は常東小の児童が常西小に

移るという前提の説明会なので、常西小

の児童を優先するのではなく、まずは常

東小の児童の保護者の意見を優先する

べきではないか？ 

Ａ１７：常西小の意見を優先するとは言って

いない。前から常西小にいた人が今のままで

よいというならそこはそのまま、常東小から

来た人が通学団がよいということなら作る。

同じ学校の中で全部通学団でなければいけ

ないということはない。それぞれの地区の要

望に沿った形でやらせていただきたい。常西

小にも通学団はある。ただ登校には使ってい

ない。台風やいろいろなことがあったときは

通学団ごとで帰ることはある。 

女性６ 

(常東小１年) 

Ｑ１８：児童センターに通っているが、

北条区でもこども園の方に入れてもら

えるのか？ 

Ａ１８：こども課に聞いた。常東小から来る

人全部を常西小で受け入れられるかは不明

だが、全体としての受け皿はあるのでどこか

で入っていただく。全体の中で数を調整する

ので、場所は希望に沿えない場合もある。 

 


